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 僕はある日、自分の団地にある小さな公園へ友達と遊びにいきました。すると、あ

るおばあさんが草取りをしていました。そのとき公園には、かなり雑草が生えていま

した。僕は、おばあさんが草を取っているのに遊ぶのは失礼だと思い、友達と遊ぶの

をやめました。 

 次の日、その公園に行くと、昨日おばあさんが草を取っていたところだけきれいに

なっていました。おばあさんはいませんでした。そこで友達といつものように遊んで

いると、おばあさんがやってきて草取りを始めました。僕たちはまた遊ぶのをやめて、

帰ろうとしたそのとき、おばあさんが、 

 「待ってちょうだい。あんたたちが遊ぶところを見ていると、やる気が出てくるん

だよ。おばさんのことは考えずに遊んでちょうだい。」 

そう言って、草取りを始めました。 

 そのとき僕は感動しました。団地の公園を自らきれいにしようとする気持ちは、す

ごいと思いました。普通なら誰かがやってくれると思い、やらない人が多いと思いま

す。でも、そのおばあさんは違ったのです。 

 僕たちはおばあさんのことを考えました。そして、自分たちだけが遊ぶのはおかし

いと思い、おばあさんといっしょに草取りを手伝うことを決めました。自分たちも使

っている公園なのに、あまり使っていないお年寄りのおばあさんだけが公園をきれい

にしようと草取りをしているのはおかしい、そう思ったからです。そしておばあさん

といっしょに草取りを手伝いました。 

 １時間後、公園はきれいになりました。するとおばあさんが、 

 「ありがとね。」 

と言いました。僕たちは、 

 「いつも遊んでいる公園なのに、草取りしないで遊ぶのはおかしいと思うので。」 

そう言って、きれいになった公園で遊ぶことができました。 

 それから４年。僕は中学３年生になりました。おばあさんは２年前に亡くなってし

まいました。自分の限界のギリギリまで草取りをしていたと知って、僕はなんだか悲

しい気持ちでいっぱいになりました。もっと早くから草取りを行って、常に公園がき

れいなら、もしかしたらおばあさんは長生きできていたかもしれないと思ったからで

す。 

 おばあさんが亡くなる２週間前から、１ヶ月に１回、公園の草取りが団地の人たち

で行われるようになりました。今は、小学生から幼稚園の人まで大勢の人が公園を利

用して楽しんでいます。僕も草取りは、進んでこれからもやりたいと思っています。

そして、もっともっと公園をきれいにしていきたいと思っています。 


